
における
理会計実態

医療・介護多角経営時代の

代
管

多

医
■ ■ ■ 一橋大学大学院経営管理研究科 教授 斉調昨  耕

木
連
載
で
は
前
号
ま
で
に
、
多
角
経

営
時
代
の
病
院
経
営
医
療
法
人
の
損
益

実
態
を
多
角
経
営
類
型
別
に
明
ら
か
に

し
て
き
た
。
本
号
で
は
、
こ
う
し
た
時

代
の
医
療
法
人
に
お
け
る
経
営
管
理
の

実
態
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る

（詳
細

は
、
荒
井
耕

（
２
０
１
９
）
「病
院
経

営
医
療
法
人
に
お
け
る
管
理
会
計
実

践
」
『
産
業
経
理
』
第

７８
巻
第

４
号

（
１
月
刊
行
予
定
）
を
参
照
）
。

営
医
療
法
人
対
象
の

態
調
査

筆
者
は
本
年
１
月
中
旬
～
２
月
下
旬

に
、
事
業
収
益
１０
億
円
以
上

（平
成
２６

年
内
決
算
時
）
の
病
院
経
営
医
療
法
人

（
２
７
５
９
法
人
）
を
対
象
に
、
経
営

管
理
に
関
す
る
郵
送
質
問
票
調
査

（有

効
回
答
数
１
９
４
、
有
効
回
答
率
７

・

０
％
）
を
実
施
し
た
。
回
答
は
、
法
人

内

の
経
営
管
理
の
状
況
に
詳
し
い
方

（法
人
本
部
長
、
事
務
部
長
、
経
営
企

画
部
課
長
ほ
か
）
に
お
願

い
し
た
。
収

益
規
模
的
に
零
細
な
法
人
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
や
、
経
営
管
理
に
関
心
の

高
い
可
能
性
が
あ
る
本
調
査
に
回
答
し

た
法
人
の
結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

本
の
病
院
経
営
医
療
法
人
の
全
体
的
状

況
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
管
理

へ
の

関
心
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
本
連
載
の

読
者
の
法
人
に
と

っ
て
は
、
自
法
人
と

同
様
に
経
営
管
理
に
関
心
を
持

つ
法
人

群
に
お
け
る
実
態
を
知
る
こ
と
は
有
益

で
あ
ろ
う
。

本
調
査
で
は
、
最
初
に
、
施
設

・
事

業

の
種
類
と
し
て
、
「
１
．
急
性
期
病

院
　
２
．
回
復
期
病
院
　
３
．
慢
性
期

病
院
　
４
．
診
療
所
　
５
．
介
護
老
人

保
健
施
設
　
６
．
そ
の
他
施
設
　
７
．

訪
問
系
事
業

（診
療

・
看
護

・
介
護
等
）

８
．
通
所
系
事
業

（介
護

・
リ
ハ
等
と

を
提
示
し
て
、
運
営
し
て
い
る
施
設

・

ま
ず
、
回
答
法
人
群
で
は
９４

・
３
％

の
法
人
が
、
法
人
と
し
て
運
営
し
て
い

る
上
記
で
選
択
し
た
各
種
施
設

・
事
業

別
の
損
益
計
算
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち

９７

・
８
％
の
法
人
で
は
そ
れ
を
定
期
的

（継
続
的
）
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
施
し
て
い
る
場
合
、
①
ト

ッ
プ
経
営
層
に
よ
る
経
営
分
析
的

（経

営
診
断

・
方
針
策
定

。
意
思
決
定
）
利

用
と
②
現
場
施
設
事
業
管
理
者
お
よ
び

職
員

へ
の
働
き
か
け

（経
営
管
理
面
の

意
識
醸
成
や
自
律
性
促
進
）
の
た
め
の

利
用
、
の
２
つ
の
利
用
方
法
で
の
現
在

の
実
際
の
利
用
の
程
度
を

「全
く
利
用

し
て
な

い
」
（
１
）
か
ら

「非
常
に
よ

く
利
用
六
７
）
ま
で
の
７
段
階
評
価
（尺

度
中
間
値
の
４
を

「ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
設
定
）
で
把
握
し
た
。
両
利

用
法
と
も
、
利
用
度
に
は
法
人
に
よ
る

ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
法
人

ト
ツ
プ
層
に
よ
る
分
析
的
利
用
度
は
平

均
で
５

・
８０
、
現
場

へ
の
働
き
か
け
的

利
用
度
は
平
均
で
４
・
８０
で
ぁ
り
、
「ど

ち
ら
と
も

い
え
な

い
」
（
４
）
を
超
え

て
相
対
的
に
は

「非
常
に
よ
く
利
用
」

に
近

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
ま
た
現
状
で
は
、
現
場

へ
の
働
き

か
け
的
な
利
用
よ
り
も
、
ト
ッ
プ
層
に

よ
る
分
析
的
利
用
の
方
が
、
利
用
度
が

事
業

を
選
択

し

て
も

ら

つ

て

い
る
。

こ

の
法
人
属
性

デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
本
迅

載
全
体
を
通

じ
た
視
点
で

あ
る
多
角
経

営
類
型
に
各

法
人
を
分
類

す
る
と
、
図

表
１
の
と
お

り

で

あ

っ

た
。
な
お
１

法
人
は
本
質

問
項
目
に
回

答
し
て
い
な

い
た
め
、
合

計
が
１
９
３

法
人
と
な

っ

て
い
る
。

多角経営類型 病院のみ型
病院・

診療所型
病院・老健型

病院・診療所・
老健型 合 計

回  答  数 83 23 5① 3ア ]93

堂
ロ 43 Cl% ]]9% 259% ]92% ]CICI C10/0

理
会
計
の

WAM-2Cl]88● θθ



UCLA(医 療サービス部門)で在外研究の他,東京医科歯科大学大学院で 「財務・会計」講義担当 (平 成 ]6年度～現在 )。

20]5年 より厚生労働省中央社会保険医療協議会 (中医協)の公益を代表する委員 (三号委員)を務める。

高

い
法
人
が
多

い
こ
と
も
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
施
設
事
業
別
損
益
計
算
に

よ

っ
て
実
績
が
把
握
さ
れ
る
損
益
率

や
損
益
差
額
に
対
し
て
、
事
前
に
目
標

を
設
定
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
損
益
計
算
を
実
施
し
て

い
る
法
人
群
の
７．

．
０
％

（全
法
人
群

の
６７

・
０
％
）
が
目
標
を
設
定
し
て
い

た
。加

え
て
、
施
設
事
業
別
の
損
益
計
算

結
果
（単
純
な
損
益
額
ば
か
り
で
な
く
、

改
善
幅
や
改
善
率
、
日
標
損
益
達
成
度

な
ど
の
結
果
）
を
、
該
当
管
理
者

（施

設
長
や
事
業
長
）
の
業
績
評
価
に
利
用

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
利
用
し
て

い
る
場
合
、
ボ
ー
ナ
ス
や
給
与
に
も
そ

の
評
価
結
果
を
反
映
さ
せ
て
い
る
か
ど

う
か
も
調
査
し
た
。
損
益
計
算
を
実
施

し
て
い
る
法
人
群
の
４７

・
８
％

（全
法

人
群
の
４５

，
１
％
）
が
業
績
評
価
に
利

用
し
て
い
た
。
ま
た
業
績
評
価
に
利
用

し
て
い
る
法
人
群
で
は
、

６５

。
１
％
の

法
人
が
そ
の
評
価
結
果
を
金
銭
的
な
報

酬
に
反
映
し
て
い
る
。

営
類
型
に
よ
る
実
践

い

次
に
、
こ
れ
ら
の
管
理
会
計
実
践
に

つ
い
て
、
本
連
載
の
関
心
事
で
あ
る
多

角
経
営
類
型
別
の
現
状
を
分
析
し
た
。

そ
の
際
、
医
療
領
域
内
の
多
角
経
営
類

型

（病
院
の
み
型
お
よ
び
病
院

・
診
療

所
型
）
と
医
療
か
ら
介
護
に
わ
た
る
入

院
／
入
所
施
設
を
運
営
す
る
本
格
的
な

多
角
経
営
の
類
型

（老
健
併
営
系
２
類

型
）
と
に
区
分
し
た
分
析
も
行

っ
た
。
各

多
角
経
営
類
型
の
中
で
も
、
こ
の
両
者

で
は
、
そ
の
経
営
の
複
雑
さ
や
、
そ
れ
ゆ

え
の
法
人
内
で
の
施
設
事
業
管
理
者

ヘ

の
権
限
杉
譲
の
程
度
が
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
老
健
併
営
系
類
型

の
方
が
施
設
事
業
別
管
理
会
計
の
必
要

性
が
相
対
的
に
高
く
、
管
理
会
計
に
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

分
析
結
果
は
図
表
２
お
よ
び

３
の
と
お
り
で
あ
る
。
筆
者
の

予
想
ど
お
り
、
老
健
併
営
系
の

医
療
介
護
多
角
経
営
法
人
群
の

ほ
う
が
、
施
設
事
業
別
の
損
益

計
算

の
実
施
率
が
有
意

に
高

く
、
ま
た
損
益
計
算
結
果
の
施

設
事
業
長
業
績
評
価
で
の
利
用

率
も
有
意
に
高

い

（図
表
２
）
。

な
お
、
損
益
目
標
の
設
定
率
に

つ
い
て
は
有
意
な
差
は
確
認
さ

れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
回
答
法

人
群
で
は
老
健
併
営
系
法
人
の

方
が
設
定
率
は
高
い
。

ま
た
施
設
事
業
別
損
益
計
算

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
、
老

健
併
営
系
の
医
療
介
護
多
角
経

営
法
人
群
の
ほ
う
が
、
法
人
ト

ッ
プ
経
営
層
に
よ
る
経
営
分
析

的
利
用
で
も
、
現
場
施
設
事
業

管
理
者
等

へ
の
働
き
か
け
的
利
用
で

も
、
利
用
度
が
有
意
に
高

い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た

（図
表
３
）
。

本
調
査
分
析
か
ら
、
老
健
を
併
営
す

る
本
格
的
な
医
療
介
護
多
角
経
営
法
人

の
ほ
う
が
、
管
理
会
計
実
践
に
よ
り
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
２
０
１
０
年
時

点

で
の
調
査
を
基
に
し
た
先
行
研
究

（荒
井
耕

（２
０
１
３
）
『病
院
管
理
会

計

”
持
続
的
経
営
に
よ
る
地
域
医
療

ヘ

の
貢
献
』
中
央
経
済
社
第
９
章
）
で
も
、

本
格
的
な
医
療
介
護
多
角
経
営
法
人
の

方
が
施
設
事
業
別
損
益
計
算
の
実
施
率

が
有
意
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
老
健
併
営
系
２
類
型
に
お

け
る
管
理
会
計
実
践

へ
の
積
極
性

は
、

こ
れ
ら
の
多
角
経
営
類
型

の
採
算
性
が

相
対
的
に
よ
い
と

い
う
本
連
載
初
回
で

明
ら
か
に
し
た
事
実

の
背
景

の

一
つ
か

も
し
れ
な

い
。

※目標設定および評価利用は、損益計算を実施せず設定および利用してない法人も設定および利用無と

分類して全法人を対象に分析
*類型間に有意差あり

※損益計算を実施していない法人の利用度を「0」 とし、0～ 7の尺度を用いて全法人を対象に分析
*類型間に有意差あり
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施 設 事 業 別 の
管理会計の実施率

n 全 体
院

型み

病

の

院

型・醐

病

診

院

型・健

病

老

院

所

型

・療
・健

病

診

老

損益計算
多角経営4類型*

]93 9430/0
9040/0 87 Cl% ]0000/0 ]C1000/0

医療内/医療介護 * 806% ]OC1 0%

損益目標

設定※

多角経営4類 型
]93 6フ 4%

675% 4ア 8% 68 ①O/0 ア84%

医療内/医療介護 6320/0 ア240/0

業績評価

利 用 ※

多角経営4類型
]92 4580/0

3860/0 3480/0 5400/0 FD5 60/0

医療内/医療介護* 3ア ア% 54ア 0/0

施 設 事 業 別 の
損益計算の利用度※ n 全 体

院

型み

病

の

院

型諭
病

診

院

型・健

病

老

院

所

型

・療
・健

病

診

老

的

用

析分

利

多角経営4類 型米

]98 54フ
5 Clア 55フ 5ア0 50ア

医療内/医療介護* 5]8 582

働きかけ

的 利 用

多角経営4類型*

]93 452
424 452 460 5①5

医療内/医療介護* 430 4ア9


